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安岡：安岡：私は、この 3 月までは母校のこの大学で実
習助手をしていたのですが、今は他でピアノの講師
や合唱団の伴奏をしています＊ 2。 
正田：正田：当時は藤原さんが声楽の学生で、安岡さんが
伴奏をされていたということですが、当時、実技レッ
スンの授業はどのように行われていたのでしょうか。
安岡：安岡：外出自粛のときは自宅から Skype や Zoom
でつないでいました。
正田：正田：お二人とも別々の場所からつないでいたとい
うことですね。オンラインのレッスンはどうでした
か。オンラインだとずれが気になるというのもよく
聞きますが。
藤原：藤原：私は安岡さんのピアノを聴いて歌っているの
で、ずれているという感覚はあまりありませんでし
た。私の声は安岡さんや先生のところでは遅れて聴こ
えていたと思うので変な感じだったかもしれません。
大澤：大澤：歌い手、伴奏者、先生の 3 人ともが違うも
のを聴いていますよね。伴奏者のところで一番遅延
が感じられると思います。例えば、伴奏者が弾いた
ものが 0.1 秒後に歌い手に届いて、その歌い手の
声はさらに 0.1 秒後に安岡さんに届くので、その
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インタビュー風景（左から正田・安岡さん・藤原さん）
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＊ 1：	専攻科は修業年限 1 年のプログラム
＊ 2：	安岡さんは主に声楽のピアノ伴奏を担当

はじめにはじめに
　コロナ禍の当初、音楽指導の現場においても感染
症対策が進められ、「他者と合わせて演奏する」こ
とが当たり前にはできなくなってしまいました。オ
ンライン演奏の経験を経て、再び対面に戻ってきた
とき、私たちは「あわせる」ということについてな
にか気づきを得ることができたのでしょうか。本稿
では、音楽演奏の実践的な視点から、「あわせる」
ということについて考えます。コロナ禍の当時、大
学で声楽を学び、オンラインによる演奏指導を受け
ていた藤原諒子さん、実習助手として毎回の授業で
藤原さんの伴奏をされていた安岡志歩さん、そして、
大学教員として音楽の実技指導にも携わられている
大澤智恵さんにお話を伺いました。
　この記録は 2022 年 8 月 4 日に武庫川女子大学
で行ったインタビューに基づいています。紙面の都
合で大幅に省略した箇所があります。

オンライン演奏の工夫オンライン演奏の工夫
正田：正田：藤原さんと安岡さんは武庫川女子大学の音楽
学部の卒業生なのですね。
藤原：藤原：私は声楽専攻なのですが、2019 年度に
学部を卒業して、2020 年度に専攻科に入り、
2021 年 3 月に修了しました＊ 1。
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うしても難しいので、マイクオンはこのとき当てら
れた学生のみにします。
正田：正田：大澤さんはいろいろ工夫をして授業を展開さ
れていますよね。
大澤：大澤：応用音楽学科の学部生の一対一のピアノの
レッスンもオンラインでやっていました。片手ずつ
しっかりと耳と手で覚えてほしいというときにはよ
く、学生が一方の手のための音を、私がもう一方の
手で弾くべき音や、あるいは学生が弾くのと全く同
じ音を演奏するのですが、双方向ではできません。
そのときは思い切って「今から左手のパートを弾き
ますが、私はイヤホンを外します」とやってしまう。
学生の音を聴いて合わせようとすると私もどんどん
遅れてしまうので、その方がうまくいきます。でき
たかどうかは学生の自己評価で判断してもらってい
ました。
正田：正田：こちらの音が相手にちゃんと届いていれば、
お互いに合わせようと思わなくても、割とうまくで
きてしまうということですね。相手に合わせるため
にあえて全ては弾かないという藤原さん・安岡さん
のパターンと、全部弾くなら相手の音は聴かないと
いう大澤さんのパターンのいずれもある程度使えそ
うです。専門性が高くなればなるほど前者に近づく
のかもしれません。

オンラインで演奏指導オンラインで演奏指導
大澤：大澤：あるときに、演奏を録画してもらっておいて、
授業ではその演奏を二人でみながら、気になるとこ
ろをピンポイントで進めるという方法をやってみま
した。そうすると、リアルでは聴き飛ばしてしまう
ような細かいことも、録画を活用すると拾って助言
しやすくなるという思いがけないメリットもありま
した。
正田：正田：スマホでもできるっていうのもポイントで
すね。
大澤：大澤：そうそう。「いい音だなあ」と思って、どん
なすごい機材を使っているのかと思ったら、実は
ケースから出した iPhone だったということもあ
ります（笑）。
藤原：藤原：私もスマホでやっていましたが、私の場合は
音質があまり良くなかったです。音質が悪いせいか、
時間が経つにつれてだんだん耳がしんどくなってき
ます。
正田：正田：ピアノも結構大きな音が鳴りますよね。
安岡：安岡：私もスマホでやっていたのですが、自宅の防
音室が狭くて、すぐそばにスマホを置いていたので、
ソフトペダル＊ 5 を踏んで、音が割れないように気
をつけていました。
藤原：藤原：あとレッスンの場合、先生は私の口元を見た
いはずなのですが、でも近くで歌うと音割れするし、
離れてしまうと口元は見えなくなってしまいます。

正田：正田：（笑）。なるほど、経験がモノをいうのでしょ
うか。
大澤：大澤：逆に、弾きはじめたらもう他の人の音は聴か
ないというのが案外うまくいったりしませんか。
正田：正田：以前大澤さんとそんな話をしたことがありまし
たね。メトロノームを鳴らしておいて、せーの、で
はじめる。そしたらもう相手の音は聴かないの（笑）。
藤原：藤原：うーん、でもメトロノームに合わせつつ、と
いうのも難しいと思います。私はそこまででもない
と思うのですが、歌の場合は特に、「この音をもう
ちょっと伸ばしておこう」と、曲の感じで調整して
テンポを揺らすことがほとんどです。経験が豊かな
伴奏者さんだったら、歌い手が「これくらい伸ばす
かな」というのを予想して、安岡さんのように勘で
入ってしまうことができるようになるのかなと思い
ます。
大澤：大澤：ところで私は一つの授業で複数の学生たちに
同時にソルフェージュを教えていました＊ 3。たと
えばリズムパターンを一緒に手で叩くというだけで
も、オンラインだとどうしても合わないわけです。
だから、「今からこれをやります。1、2、3、はい」
などと言って、学生たちにはそれぞれの環境でやっ
てもらっていました＊ 4。たまに、「では次、〇〇さん、
マイクをオンにしてみて」なんて抜き打ちでやった
りもします。その場合も、双方向で合わせるのはど レッスン中に私が前に行ったり後ろに行ったりとい

うことはありました。

「何をみて、何をきいて、何にあわせているの「何をみて、何をきいて、何にあわせているの
だろう」だろう」

（その後、40 分ほど対談を行った後…）
正田：正田：気づいたら楽しいお話をたくさん聞かせてい
ただきました。最後に、今回のテーマの一つが「あ
わせる」ということで、振り返っていきたいと思い
ます。はじめの方に、オンラインでは全部を伴奏せ
ずに、前奏と間奏と、あと少しのヒントとして和音
を弾いてあげるというようなお話を伺いました。そ
う考えてみると、普段の対面での演奏でも、つまり、
身体と身体が向き合って演奏しているときでも、常
に 100% で伴奏に「あわせる」という感じじゃな
いのかなという感想を抱きました。
安岡：安岡：私はコロナの前にも 2 年、伴奏の助手をやっ
ていました。オンラインで「間奏はこのタイミング
だろう」とタイミングを予測することができたの
は、その2年の経験があったからこそだと思います。
音楽の流れを予測できるようになっていて、オンラ
インでも歌い手に合わせて先を読めるようになって
いたのかなと思います。もし私が 1 年目で、いき
なりオンラインでやってくださいと言われたら難し
かったかもしれません。

場合トータルで 0.2 秒遅れるということですよね。
正田：正田：オンラインの大きな問題が遅延ですよね。今
の話だと、伴奏者には相当のスキルが求められるの
ではないかと思います。
安岡：安岡：はい。はじめは、最初から最後まで通しで伴
奏もしてみたのですが、全く合いませんでした。仕
方なく、レッスンでは伴奏を全部弾くのではなくて、
前奏と間奏だけ弾く形になりました。
正田：正田：なんと！
大澤：大澤：なるほど、それなら、音と音がずれてぶつか
るということもあまり気にしなくていいわけですね。
藤原：藤原：それでも、安岡さんがところどころで和音を
鳴らしてくれたりしていましたよ。曲調が変わると
ころでは弾いてくれていました。
安岡：安岡：えー、そうだったっけ。忘れてた（笑）。あ、
そうそう、弾いていたよね。
正田：正田：それはすごい技術ですね。全部弾いてしまう
方が簡単そうにも思えます。
藤原：藤原：はじめの方に、ピアノ、歌、ピアノ、歌と交
互にくるような、頻繁に間奏が入る曲をやっていた
のですが、最初の頃は、私が歌い終わって「ここで
間奏が入るな」と予想したタイミングよりもやや遅
れて間奏が入るような感じでした。でも、だんだん
回を重ねるうちに、間奏や和音を早めに入れてくだ
さるようになりました。
大澤：大澤：それは安岡さんが少し突っ込み気味、食い気
味に弾いていたということですよね。どうやってタ
イミングを測っていたのか気になります。
安岡：安岡：うーん、どうでしょう？ちょっと早めに、勘
で（笑）。この辺かな、みたいな感じ。

説明する大澤先生

声楽風景

＊ 3：	ソルフェージュとは、読譜・聴音・視唱など、音楽
	 の基礎能力を養う訓練のこと
＊ 4：	大澤さんはそのまま伴奏したり同じ課題をしたりと
	 マイクオンで、一方学生はマイクオフで参加

＊ 5：	弱音のためのペダル
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藤原 諒子（声楽）　ふじわら りょうこ

兵庫県三田市出身。武庫川女子大学音楽学部演奏学科声楽専修
卒業、同大学音楽専攻科声楽専攻修了。音楽専攻科在学時に
約 4 ヶ月間、声楽を中心にオンライン
レッスンを受講する。声楽をこれまで
に藤本惠子、日下部祐子、緋田芳江の
各師に師事。現在は兵庫県尼崎市の公
立小学校音楽専科として勤務する傍
ら、演奏活動も行なっている。関西歌
劇団準団員。

安岡 志歩（ピアノ）　やすおか しほ

兵庫県立西宮高等学校音楽科、武庫川女子大学音楽学部演奏学
科卒業。同大学専攻科修了。大学在学中、交換留学生としてアメ
リカのボールステイト大学にてリサイ
タルを行う。兵庫芸術文化センター管
弦楽団と協演。大学卒業時、井上直幸
記念音楽賞を受賞。第 12 回宝塚ベガ
学生ピアノコンクール大学生部門第 1
位。第 9 回神戸新人音楽賞コンクー
ルピアノ部門優秀賞。平成 29 年度秋
篠音楽堂アーティスト奨励賞。

大澤 智恵　おおさわ ちえ

武庫川女子大学音楽学部。信州大学教育学部・大学院教育学研
究科で音楽教育学を学ぶ。高等学校や小学校の講師、ヤマハ音楽
研究所、京都市立芸術大学等の研究員等を経て、東京学芸大学
大学院で学位取得（博士（教育学））。
鍵盤楽器演奏における打鍵位置制御
に用いられる知覚情報や空間的記憶に
注目しながら、演奏技能のしくみをふ
まえた音楽教育実現のための研究を
行っている。日本音楽知覚認知学会、
日本音楽教育学会、日本音響学会、日
本音楽表現学会会員。

正田 悠　しょうだ はるか

立命館大学スポーツ健康科学部。北海道大学大学院文学研究科
博士後期課程修了（博士（文学））。生演奏における演奏者と鑑賞
者の心理・行動・生理反応の社会的信
号処理を主たるテーマとしながら、舞
台芸術および対人コミュニケーショ
ンにおける感性情報の研究に従事。
日本心理学会、日本音楽知覚認知学
会、ヒューマンインタフェース学会等
会員。

正田：正田：伴奏者としての経験が大事だったということ
ですね。藤原さんはいかがでしょうか。
藤原：藤原：私は、学部のときは普通にレッスンを受けてい
て、特別自分が音痴だと思ったことはなかったので
すが、オンラインになって伴奏がなくなったときに、
実はピアノをあてにしていたということに気づきま
した。前奏が終わって、伴奏が「スパッ」と消えて
しまうと、頭の中でピアノの鍵盤があるようなイメー
ジで、「次はソだ」「あ、その次はラだ」というような
感じで自分の中で意識的に音を想像して合わせてい
かないといけない。そのときに、自分はいかにピア
ノの音に助けられていたのかと気づきました。
大澤：大澤：それはハーモニー（和音）の中で？
藤原：藤原：ハーモニーの中でもそうですし、バッハとか、
びっくりするようなところに音が飛んでいったりす
るときは、「あ、ピアノがこの音に飛んだから、自
分の歌もこっちの音に飛ぶんだ」みたいな感じで助
けられていたのだと思います。
正田：正田：特定の和音がない曲で伴奏がないと、特にや
りにくいかもしれませんね。そういう曲じゃなくて
も、背景にずっと音があることが歌いやすさに繋が
るのでしょうか。
藤原：藤原：伴奏と歌が同じタイミングで入るということ
は、伴奏を聴いてから歌うのでは遅いわけです。な
ので、ずっとピアノを弾いてくれていて、「この次
はピアノがそこにいくから、自分の声はこっちにい
くんだ」というような、音楽の流れを読みながら歌っ
ているのだと思います。

演奏中に伴奏者をみることはできません。でも身体
が音を感じていて、何か音の「圧」のようなものを
感じます。カラオケだとスピーカーから音が鳴って
いるけど、生のピアノから感じる「圧」とは決定的
に違うと思います。高い声を出すときも、ピアノが
だんだん上がっていくのを感じられると、自分も同
じ感じで乗ることができます。機械を通した音だと
無理に引き上げていく感じになってしまいます。
大澤：大澤：もし、気配が感じられるぐらいまで繊細に元々
の音を再現できるような技術があったらどうなると
思う？ 
藤原：藤原：一度体験してみたいですね（笑）。体験して
いないからわからないですけど、もしかしたらやり
やすくなるかもしれません。ただ、事前に録音され
ている場合は、それに私が合わせにいくだけなので
一方通行ですよね。伴奏者がいる場合は、私の歌に
伴奏がうまく合わせてくれるところもあります。 
安岡：安岡：経験のある伴奏者だとそういうことができま
す（笑）。感覚的なところもありますが、伴奏者か
らは歌っている人が見えているので、私は息の感じ
を見ながら合わせにいこうとしています。
藤原：藤原：そういう意味では、私も、「伴奏者から見ら
れている自分」を意識しているところはあると思い
ます。安岡さんだったら問題ないのですが、慣れな
い伴奏者さんだったら、大げさにタイミングを身体
で示してみるところはあるかもしれないですね。
正田：正田：そういう相性的なところも、良くも悪くも、
画面越しでは違いがなくなっていくのかもしれない
ですね。

おわりにおわりに
　現在汎用的に使われているビデオ通話システムで
は、2 人以上で合わせようとしても遅延が生じて
しまい、演奏が崩壊してしまう感覚があります。そ
れを回避するためには、伴奏者がメインの演奏者に
あわせて、少し早く演奏しなければなりません。そ
れを可能にするのは、音楽の文脈の中で、「今相手
が聴こえている音」を予測し「ずれ」を補完するだ
けの経験知が必要ということを伺うことができまし
た。さらに、そうしたわずかな時間のずれに加え、
オンラインでは同じ空間にいないということが演奏
に影響を及ぼします。相手の様子が見えることと、
生の音・存在を感じるということが、自然に行われ
てきた「あわせる」という行為に必要だということ
を再確認することができました。
　コロナ禍ではコンサートをハイブリッド（会場に
観客もいるが配信もする）で行う試みがなされ、音
楽演奏のあり方も変容を見せつつあります。演奏者
―共演者―会場の観客―オンラインの観客のインタ
ラクションの場が構築されてきています。身体が共
在する生演奏と、切り離されたオンライン、その両

者が混じり合うハイブリッド、それぞれの可能性を
見出すことで、これからの音楽を開拓していけるの
ではないか、という期待も感じました。

正田：正田：フィードバックではなくてフィードフォワー
ドですね。
大澤：大澤：そうですね。でも「次はこういう音だな」と
いうモデルが自分の中にあって、それとピアノで聴
いた音とが「合っている」ことを確認しながら、歌
を修正していく。自分の中の音が正しいことを伴奏
が補強してくれている感覚というのはあると思いま
す。伴奏者がいる安心感によって自信や確信が持て
るという気持ちの面だけでなくて、伴奏によって音
を調整しているというのがあるわけですね。フィー
ドフォワードもフィードバックも両方含まれている
はずです。
藤原・安岡：藤原・安岡：うん、うん。 

あわせにいく演奏とあわせてくれる演奏あわせにいく演奏とあわせてくれる演奏
正田：正田：伴奏があるといいのはよくわかりますが、伴
奏者がその場にいて演奏してくれるのは、あらかじ
め録音された伴奏に合わせて歌うのとは違うので
しょうか。カラオケみたいに。
藤原：藤原：これは人にもよるとは思うのですが、私はカ
ラオケが苦手なんですよ。
正田：正田：えー！どうして？
藤原：藤原：「めちゃくちゃ嫌だ」というわけでもないし、
何が違うのかと言われると困るのですが、人がその
場で伴奏をしてくれると、そちらに導かれるように
歌えるという経験はすごく多いです。
大澤：大澤：それは視覚的なもの？伴奏者が見えるとか。
藤原：藤原：声楽の場合は、ピアニストは後ろにいるので、
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インタビュー風景（左から安岡さん・藤原さん・大澤さん）


